
43

◎古墳時代前期には全長100mを越える前方

後円墳が全国各地で造られているのに比

べ、出雲では50～60mの方墳や前方後方

墳が、石見
いわみ

では88mの前方後円墳が、隠岐
お き

では20mに満たない円墳
えんふん

が最大のものであ

る。古墳の大きさで比較するかぎり、それ

ほど大きな力を持った地域ではない。

◎島根県の前期古墳に納
おさ

められている副葬品
ふくそうひん

は、全国の古墳のものと大きく変わらない。

しかし量が少なく、鏡も1古墳から1枚程度

しか出土していない。石製の腕飾りに関し

ても、鹿島
かしま

町の奥才
おくさい

古墳群からしか出土し

ておらず、他地域に比べて劣っている感は

いなめないので、あまり大きな力を持って

いなかった。

◎畿内
きない

政権の王の墓に採用された竪穴式石室
たてあなしきせきしつ

が、神原
かんばら

神社・造山
つくりやま

１号・３号・大成
おおなり

・

大寺
おおでら

・五反田
ご た ん だ

１号・塩津山
しおつやま

１号など、多く

の前期古墳に採用されている。埋葬施設
まいそうしせつ

を

見る限りでは、島根県の力も畿内に準ずる

ものだった。

◆西日本一円に広がる山陰系土器
弥生時代から古墳時代へと時代が移り、日

本中で古墳が造られるころ、それまでにない規

模で人びとの移動・交流が活発化する現象が

見られます。

たとえば山陰地方でも、西日本一円に山陰

の人びとが移動していった形跡が発見されてい

ます。山陰地方特有の形をした土器が、大量

に九州北部・岡山・近畿・北陸など、西日本

の重要地点で出土しているのがそうです。

このような土器が移動した形跡は日本中の

多くの地域にも見られ、古墳時代が始まるに

あたって、日本列島全体に大きな人の動きが

あったと考えられます。こうしたダイナミック

な人の動きが、「古墳」を造ることに熱中した

この時代の姿の一端をあらわしていると言える

でしょう。

こ
の
巻
で
は
、
こ
こ
数
十
年
の
膨
大
ぼ
う
だ
い

な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
研
究
成
果
を
も
と
に
、
島
根
県
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
前
期
に
か
け
て
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を
解
明

す
る
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
の「
青
銅
器
」、
弥
生
時
代
終
り
ご
ろ

の「
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
」、
古
墳
時
代
を
象
徴
す
る「
鏡
」
や
大

規
模
な「
古
墳
」な
ど
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
し
た
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
ナ
ゾ
の
部
分
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
島
根
県
は
、
出

雲
な
ど
東
部
地
方
を
中
心
に
、
特
徴
あ
る
文
化
・
生
活
様
式
が
栄

え
た
日
本
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

古
代
史
と
い
え
ば
、
邪
馬
台
国

や
ま
た
い
こ
く

や
卑
弥
呼

ひ

み

こ

を
め
ぐ
る
数
々
の
議
論

が
有
名
で
す
が
、
同
時
代
の
島
根
県
も
邪
馬
台
国
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
魅
力
と
ナ
ゾ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。

発
掘
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
成
果
は
、
大
地
に
刻
み
込
ま
れ
た
、
ま

ぎ
れ
も
な
い
祖
先
の
生
活
の
痕
跡
で
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
事
実

を
積
み
重
ね
て
い
く
作
業
は
地
味
で
す
が
、
着
実
に
古
代
の
歴
史
像

を
復
元
し
て
い
く
手
段
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
正
確
な
も
の
で
す
。

読
者
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
巻
で
紹
介
し
た
数
々
の
ナ
ゾ
解
き

に
挑
戦
し
た
り
、
見
学
で
き
る
遺
跡
を
め
ぐ
っ
た
り
し
て
、
考
古

学
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

を
堪
能

た
ん
の
う

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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出
雲
の
軌
跡

＝
時
代
の
波
を
乗
り
越
え
て
＝

島根県の古墳時代の始まり島根県における古墳
こふ ん

時代の始まりについ
ては、いまだに解明されていない部分が多
くあります。次に紹介するのは、現在もっ
とも疑問に思われていながら解決してい
ないものと、それらについての説です。

◎四隅突出型墳丘墓
よすみとっしゅつがたふんきゅうぼ

を完成した出雲は、前方

後円墳よりも伝統的な四角い形をベースにし

た方墳や前方後方墳の方を重要視したから。

◎畿内
きない

政権が、出雲の豪族
ごうぞく

には前方後円墳を

造ることを許可しなかったから。

西日本をかけめぐる山陰の土器

＊こんな説もある！！

※矢印の大きいところ
ほど、多量の山陰系土
器が出土している。
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この本で扱った遺跡分布図
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なぜ、出雲
い ず も

の前期古墳には、
方墳
ほうふん

や前方後方墳
ぜんぽうこうほうふん

が多いのか？

全国的に見て、島根県は
どのくらいの力を持っていたのか？
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